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介される研究の数それ自体は僅かであるが，研究  

動向全体の流れを把握することよりも個々の研究  

の問題意識を明確にすることに主眼をおいている。  

筆者は本稿によって，本邦の文化地理学に娘強く  

固定化された学問的認識に対して，新しい風を吹  

き込もうとするのである。  

ⅠⅠ大衆文化と地理学   

1）「生業活動としての文化」地理学と「資本主   

義下での文化」研究  

「生業活動としての文化」地理学はわが国の文  

化地理学の中核をなしている。一方，筆者はそれ  

と違う意味での文化 すなわち「資本主義下での  

文化」を対象とした研究の必要性を説く。・大きく  

みれば双方とも「生活様式」の解明を目指してい  

る点では共通している。では双方は何が異なるの  

だろうか。明確に異なるのは研究対象である。前  

者は村落地域や未開社会を対象とし，もしくは対  

象地域を歴史的に遡り，主として地域研究を重視  

する。それは資本主義社会を共同社会の生活様式  

を破壊したものと見倣し，それらの影響下にない  

地域，もしくは時代を研究対象とする，と理解で  

きる。まさに人間生活の原型（人間の本性Hu－  

manNature）を追求しているといえる。故に文化  

人類学や民族学に接近する。後者は研究者自身が  

生活する先進資本主義社会を対象とし，主として  

19世紀の複製技術革命（ブーアスティン，1964，  

p．21）以降に，特定の人々が不特定多数の大衆に  

対して創り出した，大量に複製された文化的テク  

ストを重視する。資本主義に対する認識は前者と  

大きく異なるものではないと思われるが，文化研  

究は資本主義社会体制の影響の大きさを問題意識  

として受けとめ，それを理解することを試みる。  

2）「大衆」とは何か   

後に紹介する文化研究の鍵となる人物である  

ウィリアムズ（1968a）は，『文化と社会J乃〃－  

J95〃』の序論で，現代の我々の共同生活において  

日常的に使用され，強力で，説得力のある語彙を  

歴史的語義発達論的に規定する作業のなかで，産  

業革命期に新しい意味を獲得した言葉を取り上げ，  

その中の五つについて詳述している。一方，バー  

は，さほどみられなかった。文化地理学はこれら  

の問題から無縁なのだろうか。」（瀬川，1990，p．  

Z67）というように，生業活動のみを扱う文化地  

理学研究の概念規定に疑義が呈されている。実際  

に，欧米ゐ文化地理学では，近代資本主義社会に  

固有の「文化」にらいての研究が，すでに一つの  

潮流を形成してきている。こうした動向は日本の  

地理学界で十分に紹介されているとはいいがた  

い1）○   

本論に入る前に，生業活動以外の文化，すなわ  

ち人間の精神的営みと定義できる「芸術」の一形  

態である文学を扱った従来の地理学研究として，  

いわゆる人間主義地理学の系譜に連なる「地理学  

と文学」研究の存在に触れる必要があろう。これ  

はTuanやPocockの一連の研究として知られる  

ものであり，わが国でも山野（1979）や竹内  

（1978）によって紹介されている。さらにPocock  

（1979）の実証研究2）の邦訳・紹介（田中・棚橋  

訳，1981）を受け，本邦地理学者が取り組んだ実  

証研究として青山（1985）カざ発表されが）。ただ  

しその後は，福田（1991），寺本（1993）が発表  

された他，PocockやPorteousによる業績の邦  

訳・紹介（米EEI・潟山訳編，1992），Tuan（1985）  

の邦訳（阿部訳，1992）がなされたにすぎない。   

本稿で紹介しようとする「地理学における文化  

面究4）」という新しい動向は，こうした「地理学  

と文学」研究が持つ伝統的なエリート文化を擁護  

するとも解釈できる立場への異議申し立てから生  

じたものである。「地理学と，文学」研究の場合，  

その目的は人間の場所ぺの意味づけや経験の解明  

であったため，それを忠実に文字にすることので  

きる能力を持つ者，すなわち文学作家の言説（エ  

リート文学）を対象としなければならなかった。  

こうした立場が，文学作品を特定の時代・場所の  

景観を復元する資料であると認めた点では評価さ  

れる。しかし，エリート文学は特定の階級と結び  

付いた文化であるという事実は看過できない。  

「地理学と文学」研究から「地理学における文  

化研究」への動向は，大城ほか（1993）の「ヒュー  

マニスティック地理学のその後の展開」の章で，  

すでに概述されている。本稿では，さらに詳しく  

最近の刺激的な動向を紹介してみたい。本稿で紹  

ー44－   
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『an・an』や『non－nO』といったファッション雑誌  

による旅情報の操作について論じている。また日  

本の雑誌ではないのだが，世界的な地理雑誌であ  

る〃αめ乃αJGβ曙γ卸ゐよc 〃（郡Z加βについて原田  

（1986）は，大人に興味を持たせる当誌の編集指  

針やそのカラー写真の威力を論じ，山田（1988）  

は当誌が戦時下に政治的目的で利用されたとする。  

一方，山田（1992）はいわゆる「トレンディ・ド  

ラマ」を題材に田舎／都会の価値観の遠いについ  

て論じており，ビデオ・クリップ（プロモーショ  

ン・ビデオ）を対象とした一連の研究（山田，  

1990，1991b）も手がけている。世界の民族音楽に  

着目した研究も存在し（江波戸，1967；植村，  

1987），子供への地理教育としての「絵本」を詳  

細に分析した立川（1990）も興味深い。観光に関  

するメディアについては，伊藤（1987）が欧米日  

の旅行案内書の比較を行い，興味深い結果を提供  

しており6），堀（1993）は観光旅行を誘発するよ  

うなアフリカに関するメディアの描写を通じて，  

大衆の観光行為について考察している。   

ここまでいくつかの刺激ある研究を概観してき  

たが，これらを初めて目にする者は「確かに読み  

物として面白そうであるが，これが研究といえる  

のか」と感じるかもしれない。しかし，これらの  

ほとんどが雑誌『地理』で発表されているという  

事実は何を意味するのか。近年，『地理学評論』  

に発表された二つの論文，すなわち内田（1989）  

と阿部（1991）では，情報誌や週刊誌等が資料の  

一部として用いられているが，他の地理学関連の  

学会誌にこうした大衆文化を対象・資料としてい  

るものは見当たらない。ここで挙げたいくらかの  

研究者の「大衆文化」への興味とは対照的に，未  

だわが国の地理学界には「大衆文化」を研究村象  

として充分に認めるだけの認識基盤が整っている  

とはいえない。   

ⅠⅠⅠマルクス主義と資本主義文化一二つの研究  

事例  

さて本論に移ろう。本章ではまず文化研究の流  

れを概略的に述べる。具体的には文化研究とマル  

クス主義とがいかに関わっているのか，そして地  

理学においてはどのような方向性が形成されつつ  

あるのかということを紹介したい。   

元来の文芸批評に比して，文化をより社会学的  

に分析した研究は，大きく「アメリカの経験学  

派」と「ヨーロッパの批判（理論）学派」に二分  

することができる（バージェス・ゴールド，1992a；  

佐藤，1986）。経験学派ではマスコミ研究の分野  

が重要で，個々のテクストが持つ定量的な特性を  

統計的に集計する内容分析という手法が知られて  

いる。これは行動科学の流れを汲んでいるもので  

あり，地理学においては地方メディアを通じてそ  

の空間的特性を考察した山根（1991）が内容分析  

を行っている。また他にも地域を題材とした歌謡  

曲（ご当地ソング）から首都圏各地に付与された  

場所イメージの空間構造に迫った溝尾（1991）な  

どがある。   

批判学派はマルクス主義，構造主義，ソシュー  

ルの言語学，記号論などの諸思想を存分に取り込  

んだものである。この批判学派については，S此  

（1984）によって地痙学の立場から紹介がされて  

いる。彼によればそれには以下のような三つのア  

プローチが存在する。①テクスト形式の構成に関  

して分析を行う，形式主義（formalism）アプロー  

チ。②伝統的エリート文化を擁護し，資本主義と  

結びついた大衆文化を批判する，文化と社会の伝  

統（culture－and－SOCietytradition）。③マルクス主  

義アプローチ。この三つである。そしてS此  

（1984，p．156）はTuanやPocockの「地理学と文  

学」研究を①のなかのニュー・クリテイクスとい  

う流れに位置付ける。ニュー・ クリテイクスはテ  

クストを複雑な社会的・歴史的コンテクストから  

自律したものとしてみなし，表現の原型（人間の  

本性）を探究する。この流れはレヴイ＝ストロー  

スの構造主義につながるという。本稿ではS止k  

（1984）と同様に，③に注目する。しかしこの  

ヨーロッパの批判学派は，アメリカ文化が世界的  

に影響を及ぼす時期において，それにヨーロッパ  

文化が堕落させられてしまうという危機感から生  

じたものである（フリス，1991，pp，64～65），と  

いうことは記しておく必要があろう。  

1）マルクス主義文化理論   

マルクスは文化について何も論じなかったわけ  
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1993，pp．632－633）のうち，当論考で具体的な  

事例研究の対象とならなかった二つ，すなわち  

「広告メディア」と「報道メディア」をそれぞれ  

取り上げたものである。そして双方はとりわけ，  

マルクス主義アプローチによって分析されるべき  

ものであろうと筆者は考える。  

2）地域と広告戦略   

本節で紹介するのはジョデイス・ウイリアムス  

ンが僅か24歳のときに著した『広告の解読一広告  

製作におけるイデオロギーと意味』（ウイリアム  

スン，1985）と，それを受けたEyles（1987）の地  

理学研究である。   

広告は日常生活において誰の目にも入り込んで  

くるものであり，きわめて戦略的なメディアであ  

る。それは人々にメッセージを送るべく（内容的  

にも場所的にも）構成されているものであり，記  

号論的分析には適切な素材であるこむしろ近年に  

おいては，製作者側が記号論を利用して広告を創  

出しているともいう。ウイリアムスン（1985）は  

百有余の広告事例に基づいて，人々を消費活動に  

駆り立てる広告の威力を訴える。広告とは消費者  

あってのものである。消費者が抱いている知識を  

基にして広告は創られ，同時に広告は消費者に対  

して呼びかける。そしてそこにはすでに消費者の  

居場所が，「不在」や「空自」によらて設けられ  

ている（ウイリアムスン，1985，pp．180－199）。  

消費者は広告を通じて商品を選択することによっ  

て，容易に自分の場所を確保できるのである。そ  

の選択によって，大衆はそれぞれの「トーテム集  

団（ある種の共同体）」に参加するのである。   

主に広告が研究対象となるが，地理学において  

も消費活動が注目されてきている。代表的なもの  

として，まずSack（1988）は，消費活動において  

自然・意味・社会関係によって場所が織りなされ  

るものであると論じ，Burgess（1990）は宣伝活  

動における環境の意味付けや解読から人間一環境  

関係を論じている。こうして著名な地理学者によ  

る独自の論考と共に，かなり研究蓄積がなされて  

いるように思われる。ここでは直接地理学の興味  

を引くような住宅広告を対象とするEyLes（1987）  

を紹介する。   

Eyles（1987）は消費資本主義における社会のモ  

デルを階級関係ではなく，「模倣」であるとする。  

すなわち消費財の生産者と，消費者としての人々  

とは支配一従属の関係にあるではなく，消費者は  

モノを買い，所有することに関しては公平なので  

ある。問題は何を買うかではなく，どのようなモ  

ノを買うか，なのである。消費者には収入という  

制約が与えられているために，「差異の秩序」が  

生じる（上野，1982を参照）。我々が消費活動を  

行うといった事実は，「匿名性の近代社会におい  

てアイデンティティを形成する」（Eyles，1987，p．  

103）ためなのである。   

わが国においても不動産広告の内容を分析した  

青山（1989）による研究がある。しかし，ここで  

の分析対象は広告の中の「地図」であり，その研  

究目的はマス・メディアの提示する私的な地図を  

通じて人間の環境イメージの形成過程を考察する  

ことであり，方法論的にも内容分析が用いられて  

いる。一方，Eyles（1987）は事例として，英国  

とカナダの持ち家郊外住宅，特に大量生産された  

住宅団地の広告を取り上げている。「郊外にある  

自分の家」，これは汚れた現実の都市で生活する  

者にとって，社会的に構成された「理想的な良い  

生活」を象徴する。広告の中に見出せる典型的な  

言葉は，伝統，田舎と自然，歴史，調和，高級さ，  

である。そこには理想的な共同体が待っており，  

家を購入することでそれに加入できるのである。  

しかし，その共同体構造の中にも個人主義は保た  

れている。そして生活や建築の様式はまさに商品  

として，消費者がそれを購入することで自我を形  

成する役割を果たしている。現代資本主義社会で  

どれだけの質の住宅が必要であろうか。大衆に  

とっては，いかに社会が変容しようとも住まいに  

関する認識は不変であり，人間には持ち家が必要  

なのである。しかしそれは社会的構成にすぎない。  

すなわち，「それなりの家を持ちたい」という願  

望と，収入によって生じる「差異の秩序」とが消  

費者にどのようなモノを買うかを決定させる。そ  

れがある程度階級を覆い隠すように作用するが，  

階級意識は家という形式に内在された個人主義に  

よって擁護されている。   

しかし，この分析は特にテクストとしての住宅  

－ 48 －   
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持つ社会的に構成された意識に支えられ，同時に  

それを反映する文化現象なのであり，こうした意  

味で大衆文化を問い直すこと，これが第二点であ  

る。   

記号論や構造主義は今日において激しい批判を  

受けているが，本邦地理学にノおいてその流れは形  

成されなかった10）。地理学における文化研究は記  

号論的分析を越えるべく，方法論を探索しなくて  

はならない。近年，地理学においてもコンテクス  

チェアル・アプローチが叫ばれているが（例えば  

BarneSandCurry，198311）），文化研究もテクスト  

の解読のみでなく社会的コンテクストの分析が必  

要である。ただしコンテクストとは「背景」では  

なく，「文脈」でなくてはならないのである。す  

なわち文化研究に関しては，テクスト分析を主と  

して，そこに社会背景の記述を付け加えるのみで  

は不十分である。創られたテクストの文脈として，  

背景一対象一作者－テクスト一読者一背景といっ  

た一連の関連性の中での考察が必要なのである。  

具体的には文化の生産様式としての技術，歴史，  

制度，組織といった諸側面の考察が必要となって  

くるであろう。この地理学における文化研究は，  

「文化」1という一側面から社会をみるのではない。  

むしろ文化が社会に，及び社会の構成員である大  

衆に深く浸透しているからこそ，文化に焦点を当  

てることによって，複雑な社会の解明を目指すの  

である。   

実証研究に先んじて，こうした態度や方法論の  

議論を行うことによって様々な文化的現象が研究  

対象として我々の眼前に現れることになる。関心  

は様々（例えば，政治，教育，女性，生活等）で  

あっても一向に構わない。すなわち，この地理学  

における文化研究は文化地理学者の独占物ではな  

い？である。こうした意味で，筆者は地理学にお  

ける文化研究を，地理学の新しい流れを形成する  

ものとして他分野から地理学に取り込んだ借り物  

としてではなく，「文化研究」という極めて多く  

の社会科学的視点を必要とする分野に対して，地  

理学徒の立場から参加すべきものとして提議する  

のである。この文化研究への参加は今日の地理学  

における「ポストモダン」状況において確実に研  

究成果を蓄積しつつあり，本稿で紹介した二つの  

い。しかしながらこの間題はそれほど簡単ではな  

い。なぜなら，それはその研究対象が我々の日常  

生活に関わっているものであるからである。ここ  

ではまず研究対象に接する際の二つの留意点を提  

起し，文化面究の方法論に関して若干の考察を行  

う。   

第一に，こうした文化研究は方法論的に確立さ  

れるものではないということ。すなわち，それは  

確立された方法論を学習することによって，すぐ  

に具体的な実証研究として役に立つような研究で  

はないのである。まさにこの過程こそが，我々が  

暴こうとする社会的再生産に他ならないのである。  

我々はそうした社会的制度に目を向けなければな  

らない。社会科学者としての我々の多くが，研究  

者としての自分以外に「市井の人」としての自分  

を持っている。このことは，社会の矛盾の一側面  

を研究する者が，一方で社会のもう一つの矛盾を  

受容しているということになる。しかもそれは無  

意識的なものであるために，我々はその状況にた  

やすく甘んじてしまう。文化研究はその文化に対  

する態度を改めることから始めなければならない。  

すなわち「〈社会学的〉 態度から身を引くことは，  

まさに私たちがとりえない道」（ウィリアムズ，  

1985，pp．152～153）なのである。我々は社会科  

学者として文化に批判的に接しなくてはならない  

のであるのと同時に，文化を受容してしまう自分  

自身をも分析しなくてはならないのである。   

第二点は，大衆文化をありのままに捉えるとい  

う態度である。我々は研究対象を選別する際，何  

が重要で何が重要でないのかを吟味する。従来，  

大衆文化はそうした意味で地理学においては重要  

でないものと見倣されてきたのである。しかし，  

ここでは地理学者が重要と見倣していないような  

ものがなぜ現代社会に氾濫しているのか，という  

ことを問うてみる必要がある。極端な文芸評論家  

は社会的に「害のある」ものの撤廃を叫ぶ。その  

善し悪しは別の問題として，消費者が全く受容し  

ないようなものが氾濫するはずがない。消費者の  

需要に応じて，もしくは供給に需要が反応して，  

大衆文化やメディアは存在することができるので  

ある。すなわち大衆文化やメディアは，その供給  

側の一方的な意思の産物なのではなく，消費者の  

－50－   
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1838）について，その小説から植物地理学者として   

の彼の姿をフンボルトやリンネ等と対比，関連させ   

て捉えたのである。  

4）ジャクソンOackson，1989，1993）は社会地理学に   

接近した都市文化に関する研究と「地理学における   

文化研究」とを包含する分野として，「新しい」文   

化地理学を強調している。しかし，パージェス   

（バージェス・ゴールド，1992b，p．並）は「人文地理   

学にこれ以上新たな下位分類を持ち込もうなどとい   

う気は全くない」とい うように，自らの研究に「文   

化地理学」の語をあてていない。むしろBurgess   

（1990，p．140）は人文地理学と自然地理学の要素を   

再統合することを試みる。本稿では後者にならい，   

地理学における文化研究を文化地理学という分野と   

して規定しないことにする。  

5）これらのキーワードとは，ウィリアムズ（1968a）   

がindustry，democracy，Class，art，Cultureの五つであ   

り，バージェス・ゴールド（1992a）は，C山∬e，   

popularculture，ideology，mediaの四つである。ウィ   

リアムズは，特にこうした用語の歴史的過程 を踏   

まえた上で概念規定を行っている。特に彼の著作   

『キイワード辞典』（ウィリアムズ，1980）は有用な   

ものである。  

6）旅行案内書に関する研究としては，中川による一   

連の研究（中州，1973，1975）があり，その形成過   

程の歴史に詳しい。  

7）社会的・文化的再生産に関してはフランスの社会   

学者ピエール・プルデューらによって，積極的に研   

究が進めら咋ている。宮島（1994）を参照。  

8）ディズニーに関しては，ディズニーの想像上の   

（理想の）世界（ある種のユートピア）を表現した   

ものである「ディズニーランド」についての研究が   

ある。マラン（1983）はディズニーランドのイデオ   

ロギー構造を告発しており，吉見（1992）も同様に，   

「東京デイズニーランド」建設をきっかけに，日本   

の都市がディズニーランド化されつつある傾向を論   

じている。  

9）邦訳には他に，子どもを夢中にさせるテレビゲー   

ムの罪悪を論じたドーフマン（1983）がある。  

10）千田（1980）は地理学研究にいち早く記号論を持   

ち込んだ一人であるが，それは記号論がこれまでの   

彼の関心に整合していたからである。すなわち，ま   

さに彼は「地理学的「場」＝「地域」の普遍性，ある   

いはその始源性を見出す」（千田，1980，p．48）こと   

を目的としていたのである。  

－52  

11）彼らが地理的な「知識」に注目した問題意識は評   

価できる。しかしながら，当論考中で彼らが自らの   

アプローチを正当化しようとしているその中の議論   

は，必ずしも我々を納得させるものではない。  

12）■ 筆者はDunca皿（1978）と同様，文化を研究対象と   

する際には「象徴的相互作用主義symbolicintera－   

Ctionism」の考え方が有効だと考えている（成瀬，   

1993）。ここで触れる「ラベリング理論」もその分   

派である（村上，1978）。  

13）ベッカー（1978）の事例（マリファナ使用者とダ   

ンス・ミュージシャン）のような下位文化と，本稿   

で研究対象として主張している大衆文化とは，同じ   

文化的事象として単純に比較することはできない。   

ベッカーが基本的に参与観察法に基づいた調査に   

よって彼の結論に至っているように，下位文化や大   

衆文化を理解するには，それぞれ方法論的にも異   

なってくるであろう。しかし，そ 

え方は十分に利用できるものであるはずである。文   

化研究にもエスノグラフィック的方法を用いること   

も考えられようし（実際にフリス（1991）はベッ   

カーの研究を重視している），本稿で挙げた研究事   

例が主として印刷物を用いているのは，筆者の現在   

の関心に即してである。  

14）レイ（1986，p．241）による10年前のアメリカ地理   

学に関する皮肉的な表現を引用してみよう。「北ア   

メリカの地理学は，毎年の行事である春の大掃除や   

4月の新しいモデルのイ一子ターパレードを行って   

いるが，そのとき前年のテーマは知の衣装だんすか   

ら一掃されるのである」。すなわち，本稿で紹介し   

た地理学における文化研究も，単に新たな研究対象   

の発掘だけに終わってしまっては意味がない。  
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